
接種記録データの確認方法

① メニュータブの 「データ出力」 をクリックし、 「予防接種台帳向け出力」 または 「接種対象者登録
待ちリスト出力」 をクリックします。

②接種記録の一覧がCSVファイルで出力されます。

③ CSVファイルをそのまま開くと文字化けすることがあるので、Excelの「データ」タブから「テキストまた
はCSVから」を選んで頂き、該当ファイルを選んでください。

１．データ出力画面
項目名 型 桁数 説明

1 個別宛名番号（空欄） 文字型 任意

・予防接種台帳（健康管理システム）において本人を識別する情報であって、住民基本台
帳その他の法令に基づく適法な居住の事実を証する資料等と紐づけることができる識別子。
・数値は右詰め、ゼロ埋めなし。
・文字混在は左詰め。

2 1回目接種履歴登録日時 日付型 14 YYYYMMDDHHMMSS（Yは西暦、HHは24時間表記）
3 1回目接種日 日付型 8 YYYYMMDD（Yは西暦）
4 1回目券番号 数字型 10
5 1回目接種自治体コード 数字型 6
6 1回目接種会場名 文字型 30 左詰め
7 1回目接種医師名 文字型 20 左詰め

8 1回目ワクチンメーカー 文字型 20
・現時点でのシステムプリセットは下記の通り
「ファイザー」、「アストラゼネカ」、「武田／モデルナ」

・左詰め

9 1回目ワクチンロット番号 文字型 20
・数値は右詰め、ゼロ埋めなし。
・文字混在は左詰め。

10 2回目接種履歴登録日時 日付型 14 YYYYMMDDHHMMSS（Yは西暦、HHは24時間表記）
11 2回目接種日 日付型 8 YYYYMMDD（Yは西暦）
12 2回目券番号 数字型 10
13 2回目接種自治体コード 数字型 6
14 2回目接種会場名 文字型 30 左詰め
15 2回目接種医師名 文字型 20 左詰め

16 2回目ワクチンメーカー 文字型 20
・現時点でのシステムプリセットは下記の通り
「ファイザー」、「アストラゼネカ」、「武田／モデルナ」

・左詰め

17 2回目ワクチンロット番号 文字型 20
・数値は右詰め、ゼロ埋めなし。
・文字混在は左詰め。

２．出力されるCSVファイルの項目

※接種対象者登録待ちとは、

(ⅰ) 接種券が発行されており、
(ⅱ) その接種券で接種を行っているものの、
(ⅲ) 接種券発行自治体において接種対象者登録がなされていない

方を指します。接種券登録の際、右画面が表示された方のリストです。



確認が必要なデータの例示と対応方法

種別 内容

前提 接種対象者登録がそもそもされていない

日付 4/11以前の接種だが、先行接種対象者に設定されていない

接種日が未来の日付になっていたり、ワクチン接種が始まった2021/02/17より前などになっている

一回目接種より、二回目接種が早い日付になっている

一回目接種と二回目接種の間に十分な機関がない（ファイザー３週間、モデルナ４週間）

ワクチン 5/24以前にモデルナワクチンが登録されている

大規模接種会場、職域接種会場以外でモデルナワクチンが登録されている

ファイザー、モデルナ以外のワクチンが登録されている

接種状況 直近で転入していないのに、二回目接種しか登録されていない

直近一か月で転出、死亡、消除処理などをしていないのに一回目接種しか登録されていない

先行接種対象者以外で、5/3以前に二回目接種の記録がある

6/21以前に、モデルワクチンの二回目接種の記録がある

デモ用アカウント（自治体名：霞が関市、自治体コード：000001）で接種記録が登録されている

【確認が必要なデータ例】

①出力したExcelファイルをもとに補正が必要なデータがないか確認する。
（ソートや、関数などを必要に応じてご活用ください。詳細は次頁以降）

②予防接種台帳に登録されているデータや、独自の予約システム・健康管理システム、また予診票その
ものなどを確認頂き必要に応じて正しいデータに補正する。

※接種証明発行の際に、登録データが誤っていた場合の対応については別途ご案内予定です。
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登録データファイルをExcelで確認する方法

① 「データ」タブを選択

② 「テキストまたはCSVから」を選択



① VRSの「データ出力」からダウンロードしたCSVファイルを選択

② インポートを選択

登録データファイルをExcelで確認する方法



① 「元のファイル」のドロップダウンリストから「UTF-8」を選択

②読み込みを選択

登録データファイルをExcelで確認する方法



①項目名を必要に応じて編集

登録データファイルをExcelで確認する方法
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（参考）登録データの確認方法

種別 内容 Excelを使った確認方法の例

日付 4/11以前の接種だが、先行接種対象者に設定されていない 出力したCSVファイルと手元にある先行接種対象者のリストを見比べる。Excelの
Vlookup関数などを使うと効率的。

接種日が未来の日付になっていたり、ワクチン接種が始まった
2021/02/17より前などになっている

Excelのソート機能で日付を並べ替えて確認する。

一回目接種より、二回目接種が早い日付になっている ExcelのIｆ関数などで日付の大小を比較する。

一回目接種と二回目接種の間に十分な機関がない（ファイザー３週
間、モデルナ４週間）

ExcelのIf関数などで日付を計算した結果で、判定を行う。

ワクチン 5/24以前にモデルナワクチンが登録されている Excelのソート機能で日付を並べかえてワクチンメーカーを確認する。

大規模接種会場、職域接種会場以外でモデルナワクチンが登録さ
れている

Excelのソート機能で自治体コードが大規模接種会場、職域接種会場になってい
るものを選択して、ワクチンメーカーを確認する。

ファイザー、モデルナ以外のワクチンが登録されている Excelのソート機能でワクチンメーカーを確認する。

接種状況 直近で転入していないのに、二回目接種しか登録されていない Excelのソート機能で一回目接種日の空白を確認する。

直近一か月で転出、死亡、消除処理などをしていないのに一回目
接種しか登録されていない

Excelのソート機能で二回目接種日の空白を確認する。

先行接種対象者以外で、5/3以前に二回目接種の記録がある Excelのソート機能で二回目接種日を並べ替えて確認する。

6/21以前に、モデルワクチンの二回目接種の記録がある Excelのソート機能で二回目ワクチンメーカーを並べかえて二回目接種日を確認
する。

デモ用アカウント（自治体名：霞が関市、自治体コード：000001）で接
種記録が登録されている

Excelのソート機能で自治体コードが000001となっているものがないか確認する。


